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下
呂
市
に
お
い
て
も
、「
若
者
議
会
の

開
催
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
審
議

会
委
員
に
、
若
年
層
人
員
の
起
用
」
な

ど
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

若
い
方
が
意
見
を
言
う
機
会
を
広
げ

る
だ
け
で
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
行

動
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
す
る
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ

の
点
を
重
視
し
て
今
後
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
市
政
に
つ
い
て

①
平
均
所
得
が
２
５
２
万
０
８
０
３
円

で
県
内
40
位
と
い
う
状
況
の
分
析
と
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

◆
観
光
商
工
部
長

　

１
人
あ
た
り
の
市
民
所
得
を
平
成
31

年
度
ま
で
に
２
５
６
万
６
千
円
に
引
き

上
げ
る
具
体
的
な
目
標
を
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中
に
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

②
「
女
性
が
輝
け
る
ま
ち
」
を
リ
ー
ド

す
る
村
山
副
市
長
に
そ
の
思
い
を
伺
い

ま
す
。

◆
副
市
長

　

女
性
目
線
で
女
性
の
特
徴
と
し
て
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
繊
細
さ
が
、
仕
事
に

お
い
て
も
必
要
と
思
う
局
面
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
女
性
は
出
産
子
育

て
を
す
る
時
期
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下

呂
市
の
少
子
化
対
策
の
支
援
が
非
常
に

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
過
程
が
順
調
に
進
ん
だ
と
し
て
も
、

合
併
特
例
債
の
利
用
期
限
で
あ
る
平

成
30
年
度
に
は
間
に
合
わ
な
い
と
考

え
ま
す
。

金
山
地
域
に
お
け
る
光
回
線
の
設
置
に

つ
い
て

　

金
山
地
域
は
光
回
線
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
他
の
地
区
と
比
べ
サ
ー
ビ

ス
の
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

◆
総
務
部
長

　

金
山
地
域
の
光
ケ
ー
ブ
ル
改
修
に

は
、
指
定
管
理
者
か
ら
の
提
案
で
、
概

算
で
５
億
～
６
億
円
か
か
る
見
込
み
で

す
。
下
呂
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の

あ
り
方
を
含
め
、
改
善
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み

推
進
に
つ
い
て

①
旅
館
業
界
に
お
け
る
食
品
廃
棄
物
の

削
減
に
向
け
、
市
は
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。

◆
環
境
部
長

　

こ
こ
４
年
間
の
比
較
を
し
ま
す
と
、

旅
館
業
界
な
ど
か
ら
受
け
入
れ
た
食
品

残
さ
量
は
、
平
成
24
年
度
に
対
し
平
成

27
年
度
で
79
ｔ
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
体
量
に
対
し
て
も
０
・
５
％
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
減
少
量
は
、
各

業
界
の
皆
さ
ん
が
減
量
対
策
に
努
力
さ

れ
た
成
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

　

阿
寺
断
層
帯
の
地
震
に
対
し
て
の
対

策
を
早
急
に
推
進
す
る
た
め
に
。

①
緊
急
輸
送
道
路
や
橋
梁
の
耐
震
化
進

捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

◆
建
設
部
長

　

緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
さ
れ
た
市
道

は
24
路
線
あ
り
ま
す
。
緊
急
性
を
要
す

る
橋
梁
か
ら
順
次
耐
震
補
強
工
事
を

行
っ
て
い
く
計
画
で
、
現
在
は
市
道
湯

之
島
１
号
線
に
架
か
る
「
下
呂
大
橋
」
の

耐
震
化
工
事
を
施
工
し
て
お
り
、
本
年

度
に
は
対
策
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

②
「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
に
つ
い

て
の
考
え
を
再
度
伺
い
ま
す
。

◆
総
務
部
長

　

熊
本
地
震
を
受
け
会
議
を
開
催
し
、

机
上
の
計
画
で
は
な
く
、
実
効
性
の
あ

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
、
何
よ
り
も

職
員
、
市
民
へ
の
危
機
管
理
意
識
の
周

知
が
大
切
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

若
者
の
政
策
参
画
に
つ
い
て

　

18
歳
選
挙
権
が
実
現
す
る
夏
の
参
議

院
選
挙
を
前
に
、
若
者
の
政
治
的
関
心

を
高
め
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

庁
舎
・
振
興
事
務
所
の
整
備
に
つ
い
て

①
庁
舎
・
振
興
事
務
所
の
耐
震
化
に
向

け
て
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

◆
総
務
部
長

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
は
星
雲

会
館
の
耐
震
工
事
、
下
呂
総
合
庁
舎
と

下
呂
市
民
会
館
の
改
修
工
事
、
さ
ら
に

は
下
呂
庁
舎
、
小
坂
・
馬
瀬
振
興
事
務

所
の
耐
震
補
強
計
画
の
策
定
な
ど
総
額

４
億
３
４
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

②
下
呂
庁
舎
は
耐
震
補
強
に
よ
り
使
用

可
能
年
数
は
何
年
と
な
り
ま
す
か
。

◆
建
設
部
長

　

下
呂
庁
舎
は
、
築
後
50
年
を
経
過
し

て
い
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
15
年
～

20
年
以
上
は
使
用
可
能
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

③
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
下
呂
庁
舎

を
新
築
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
総
務
部
長　

　

下
呂
庁
舎
の
新
築
に
よ
る
整
備
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
庁
舎
整
備
計
画

を
見
直
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
い
た
だ
い
た
上
で
、
用
地
の
確
保
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
建
設
工
事
と

田 中 副 武 議 員
３　番

（ 公 明 党 ）

中 島 ゆ き 子 議 員

２　番
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今
の
と
こ
ろ
平
成
32
年
度
の
予
定
で

す
。
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
協
議
し

な
が
ら
、
施
設
整
備
を
考
え
ま
す
。

市
長
の
公
約
で
あ
る
高
齢
者
と
子
育
て

世
代
に
向
け
た
福
祉
政
策
強
化
内
容
の

実
現
に
つ
い
て

①
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
ゼ
ロ
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
方
策
と
財
源
は
。

◆
市　

長

　

下
呂
市
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
20
床
の
増
床
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
在
宅
介
護
の
支
援
対
策
も
視
野
に

い
れ
な
が
ら
、
待
機
者
ゼ
ロ
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

②
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
の
た
め
学

校
給
食
費
の
軽
減
を
は
か
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
軽
減
の
詳
細
と
実
施
時
期
、

そ
の
財
源
は
。

◆
市　

長

　

学
校
給
食
費
の
軽
減
を
恒
常
的
に
行

う
た
め
に
は
、
新
た
な
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
に
加
え
、
現
在
実
施
し
て
い
る

事
務
事
業
の
精
査
と
見
直
し
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
未

定
で
す
が
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
未
満
児
保
育
料
の
半
額
助
成
を
行
う

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
は
。

◆
市　

長

　

保
育
料
の
軽
減
は
施
策
と
し
て
は
有

効
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
財
源
を
ど

う
確
保
し
て
い
く
か
の
課
題
も
あ
り
、

子
育
て
支
援
策
を
総
合
的
に
判
断
し
な

が
ら
検
討
し
ま
す
。

市
長
の
韓
国
儒
城
出
張
の
経
過
に
つ
い
て

①
そ
の
目
的
は
。

◆
市　

長

　

昨
年
、
儒
城
か
ら
訪
問
い
た
だ
き
、

今
回
、
招
待
を
受
け
た
こ
と
に
伴
う
表

敬
訪
問
的
意
義
。
選
挙
の
公
約
で
も
あ
っ

た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
の
役
割
。
過

去
の
経
緯
と
今
後
の
交
流
の
促
進
。
こ

の
３
点
を
目
的
に
出
席
し
た
も
の
で
す
。

②
出
張
費
用
は
。

◆
市　

長

　

出
張
費
用
は
海
外
出
張
の
日
当
３
日

間
で
１
万
円
。
往
復
の
飛
行
機
代
と
し

て
下
呂
温
泉
観
光
協
会
へ
負
担
金
と
し

て
支
出
す
る
分
が
４
万
４
５
０
０
円
。

合
計
で
私
の
分
と
し
て
５
万
４
５
０
０

円
が
公
費
で
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
海
外
出
張
時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
。

◆
市　

長

　

災
害
時
を
想
定
し
た
危
機
管
理
は
、

携
帯
電
話
を
利
用
す
れ
ば
、
い
つ
で
も

連
絡
が
取
れ
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
豪
雨

な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
が
高
ま
っ

た
場
合
の
避
難
勧
告
な
ど
、
適
切
な
指

示
が
出
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
危
機
管
理
に
つ
い
て
日
本
を
離
れ
る

時
の
ル
ー
ル
説
明
だ
け
で
な
く
、
も
っ

と
具
体
的
に
説
明
を
。

◆
市　

長

　

危
機
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
儀
礼
的

と
申
し
ま
す
か
、
そ
の
ま
ま
の
こ
と
を

述
べ
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
１
年
の
う

ち
に
し
っ
か
り
と
し
た
方
向
性
を
出
し

て
皆
さ
ん
に
説
明
で
き
る
よ
う
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
要
地
方
道
、
一
般
県
道
の
進
捗
と
、

竹
原
基
幹
農
道
第
３
期
工
事
に
つ
い
て

◆
建
設
部
長

　

主
要
地
方
道
下
呂
白
川
線
は
、
門
和

佐
大
野
地
内
の
７
２
０
ｍ
の
区
間
で
道

路
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
般
県
道

門
和
佐
瀬
戸
線
は
二
ノ
樽
工
区
５
０
０

ｍ
の
区
間
に
お
い
て
バ
イ
パ
ス
部
分
の

道
路
整
備
工
事
、
さ
ら
に
は
、
上
流
側

橋
梁
の
下
部
工
に
つ
い
て
も
工
事
に
着

手
で
き
る
見
込
み
で
す
。
一
般
県
道
田

口
洞
線
は
市
道
和
川
12
号
線
の
道
路
改

良
と
併
せ
て
計
画
を
し
ま
す
。

 

・
一
般
県
道
乗
政
停
車
場
線
の
改
良
工

事
及
び
舗
装
工
事
計
画
に
つ
い
て
。

◆
建
設
部
長

　

宮
地
地
内
に
お
い
て
右
折
レ
ー
ン
や

歩
道
の
設
置
、
山
側
の
落
石
対
策
を
行

う
交
差
点
改
良
工
事
に
着
手
す
る
計
画

で
、
今
年
度
は
用
地
測
量
を
行
う
予
定

で
す
。
舗
装
工
事
は
、
今
年
度
予
定
さ

れ
て
い
る
区
間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必

要
な
箇
所
は
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

 

・
竹
原
基
幹
農
道
第
３
期
工
事
の
計
画
。

◆
農
林
部
長

　

今
年
度
は
残
り
約
１
５
０
０
ｍ
の
測

量
設
計
を
行
う
予
定
で
す
。
完
成
は
、

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

①
市
に
お
け
る
設
置
基
準
に
つ
い
て
。

◆
建
設
部
長

　

太
陽
光
発
電
施
設
に
限
っ
た
設
置
基

準
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
土
地
開
発

協
議
の
対
象
と
な
る
案
件
に
つ
い
て
は

１
０
０
０
㎡
以
上
の
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

②
景
観
に
つ
い
て
。

◆
建
設
部
長

　

太
陽
光
発
電
施
設
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
景
観
を
阻

害
さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
開
発
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
要
綱
や
景
観
形

成
基
準
に
つ
い
て
研
究
を
し
ま
す
。

③
農
地
法
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　

市
内
で
農
地
に
設
置
す
る
転
用
案
件

は
、
平
成
25
年
１
月
か
ら
平
成
28
年
６

月
ま
で
に
31
件
あ
り
ま
し
た
。

④
課
税
項
目
は
。

◆
市
民
部
長

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
売
電
す

る
場
合
は
、
設
置
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル

な
ど
の
設
備
は
固
定
資
産
税
の
家
屋
も

し
く
は
償
却
資
産
の
対
象
で
す
。

今 井 政 良 議 員

４　番

伊 藤 厳 悟 議 員

９　番
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◆
福
祉
部
長

　

介
護
の
仕
事
は
、
従
来
か
ら
３
Ｋ

(

き
つ
い
、
汚
い
、
危
険)

と
言
わ
れ

人
材
確
保
が
難
し
く
、
給
与
水
準
は
全

産
業
平
均
よ
り
10
万
～
11
万
円
低
い
状

況
で
す
。
国
で
は
介
護
人
材
確
保
地
域

戦
略
会
議
に
よ
り
、
①
潜
在
介
護
人
材

の
呼
び
戻
し
②
新
規
の
方
の
採
用
③
介

護
の
職
場
の
改
善
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
施
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
職
の
処
遇
改
善
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
で
介
護
を
支
え
る
と
い
う
視
点
か

ら
、
介
護
職
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
利
用
を
抑
制

す
る
な
ど
違
う
視
点
か
ら
必
要
と
考
え

ま
す
。

下
呂
病
院
の
通
院
バ
ス
に
つ
い
て

　

下
呂
温
泉
病
院
行
き
の
バ
ス
は
「
経

路
や
時
間
な
ど
に
問
題
が
あ
る
」
と
病

院
に
通
院
さ
れ
る
方
々
か
ら
話
を
聞
い

て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
内
容
を
調

査
し
、
改
善
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

利
用
さ
れ
る
方
々
の
ご
要
望
や
ご
意

見
、
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
等
に
対
し
て
、

濃
飛
バ
ス
や
下
呂
温
泉
病
院
と
の
意
見

交
換
を
密
に
行
い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

運
行
経
路
や
ダ
イ
ヤ
改
正
を
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

②
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
１
３
０
万
人
に
向
け

て
の
施
策
は
。
ま
た
急
増
す
る
外
国
人

観
光
客
の
対
応
は
。　
　

◆
市　

長

　

下
呂
温
泉
以
外
の
宿
泊
者
数
は
、

14
万
～
15
万
人
は
可
能
と
思
わ
れ
ま

す
。
下
呂
温
泉
に
１
１
５
万
人
を
超
え

る
宿
泊
者
が
あ
れ
ば
、
１
３
０
万
人
は

実
現
可
能
な
数
値
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
平
成

31
年
度
の
目
標
値
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
絞
る
と
広
域
連

携
、
着
地
型
観
光
、「
下
呂
市
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」
の
構
築
が
後
押
し
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

③
巨
大
組
織
を
ま
と
め
て
い
く
に
は
、

副
市
長
の
役
割
も
大
き
い
と
思
う
が
、

所
見
を
。
ま
た
女
性
と
し
て
の
視
点

と
は
。

◆
副
市
長

　

職
員
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
は
、
上
司
と
部
下
と
の
連
携
、
信
頼

関
係
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
職
員
皆
が

動
き
や
す
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
報
告
、
連
絡
、

相
談
を
密
に
す
る
こ
と
が
仕
事
の
精
度

を
高
め
て
い
く
基
本
的
な
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
行
政
運
営
の
中
で
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
可
能
な
下
呂
市

を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

高
齢
者
対
策
と
老
人
ホ
ー
ム
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

下
呂
市
も
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
中
、
高
齢
者
に
対
し
て
の
取
り
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

特
に
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
希
望
者
が

非
常
に
多
く
、
年
金
の
み
の
収
入
の
方

は
入
所
費
が
高
く
入
り
に
く
い
と
も
聞

く
。
年
金
収
入
の
み
で
入
れ
る
施
設
が

ほ
し
い
と
要
望
を
聞
い
て
い
る
が
、
市

と
し
て
今
後
そ
の
問
題
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

◆
福
祉
部
長

　

年
金
収
入
の
金
額
に
も
よ
り
ま
す

が
、
現
在
あ
る
福
祉
制
度
の
中
、
生
活

保
護
制
度
の
活
用
、
家
族
親
族
の
支
援

も
併
せ
て
ご
相
談
い
た
だ
き
な
が
ら
、

個
々
の
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

介
護
福
祉
施
設
問
題
に
つ
い
て

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
一
人

暮
ら
し
の
人
な
ど
介
護
福
祉
施
設
を
利

用
す
る
方
は
増
え
て
い
る
が
、
そ
の
施

設
で
働
く
方
（
世
話
人
）
が
不
足
し
て

い
る
と
聞
く
。
就
労
者
不
足
の
問
題
と

労
働
賃
金
の
件
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

の
か
。

新
市
長
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

　

多
く
の
行
政
課
題
が
山
積
み
す
る
中

で
、
市
長
ご
就
任
に
敬
意
を
申
し
上
げ
、

そ
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

①
下
呂
市
の
現
状
を
ど
う
把
握
さ
れ
、

課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
み
え
る
か
。

◆
市　

長

　

下
呂
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
子

化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
高
齢
化

と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
将
来

の
市
政
運
営
に
大
き
く
影
響
す
る
課
題

で
す
。
と
り
わ
け
福
祉
・
医
療
と
言
っ

た
社
会
保
障
に
関
す
る
事
項
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
経
済
活
動
の
低

迷
、
事
業
継
続
に
向
け
た
人
手
不
足
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
な
ど
多
種
多
様

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
20

年
後
、
30
年
後
の
下
呂
市
の
姿
を
し
っ

か
り
見
据
え
な
が
ら
、
今
あ
る
市
内
の

自
然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
、
多
彩
な
地

域
資
源
を
守
り
育
て
ま
す
。
ま
た
「
ま

ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い
う
考
え

の
も
と
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な

心
を
育
み
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
こ

と
で
、
こ
の
ま
ち
を
好
き
に
な
り
、
誰

も
が
幸
福
感
を
感
じ
ら
れ
る
、
若
い

方
々
が
将
来
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え

中 島 達 也 議 員
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